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・  前回の講演に引き続き、 2 回目です。学ぶ楽し
さを貰います。講師に御礼。改めて考えなけれ
ばならないテーマをいただきました。
・  今日はありがとうございました。マインドフル
ネス、まさに今、院で学んでいる事だったこと、
又、香山先生と同じ視点で宗教をかくして、マ
インドフルネスという“めいそう”が行われて（紹
介されて）いることに疑問をもっていたので少
しスッキリ、又、違った視点でマインドフルネ
スを考えたいと思いました。
・  「心のケア」とひと口に行っても、かなり難し
い課題がありますね。「マインドフルネス」と現
代の世相の関連に深く考えさせられた。
・  現代社会の抱える課題に対して深く考えさせて
頂ける機会となったと思います。特に精神的病
で苦しんでいる人は多いのでとても参考になり
ました。ありがとうございました。
・  大学までは遠方なので、なかなか伺うことが出
来ず、今回の講演はとてもありがたく感謝して
います。今後とも多くの人たちが身近に参加で
きるよう、よろしくお願い致します。
・  講演の経過のところで、この講演がどこに行き
つくか疑問を持ちながら聴いていましたが、人
間すべての領域でひとりひとりが主体的に大切
な軸を持って生きることに行きつき納得。よかっ
たです。
・  専門家の無力感等、興味深かった。軽妙な語り
口が良かった。「人間が人間をケア」という言葉
が心に残った。脱宗教化は方向性をかえると面
白いのかもしれません（ごまかしではなく）。
・  精神科医としてつつみかくさずありのまま率直
に語って下さったことに感謝と共に共感を得る
ことが出来ました。先生のお働きの上に祝福が
ありますように。
・  サイコロジカルファーストエイドや悲嘆から立
ち直るプログラムを人間が有している（フロイ
ト）、マインドフルネス、脱宗教化等々、今まで
自分が知らなかった概念が示されつつ、日々考
えるところのある問題意識とつながりがあると
感じられる講演で、よい講演でした。
・  とても興味深く、おもしろく、また学びとして
有意義な時でした。でも香山先生のキャラクター
にドン引きしている人もいるんだろうなあ。と
ても良い講演会なのになあと思いました。正直
で専門家として適切な意見（教会をちょっと知っ
ている方の意見なら尚更）とても参考になりま
すのに。牧師以外の話っていいですね。むりく
り聖書に着地しなくてよいと思います。こちら
こそありがとうございました。
・  悲しんでいる人に自分で立ち直る力があるとい
うことがとても勉強になりました。香山先生が
感じておられる「脱宗教化」の危険性について
は同感です。日本ではオウムの事件などの影響
がどうしてもあって宗教アレルギーがあります
が、逆にクリスチャンは「宗教コンプレックス」
を持ってはいけないと思います。変に遠慮せず
（洗礼をすすめるとかも違うと思いますが）まと
もな宗教として堂々としていればいいと思いま
す。（宗教コンプレックスかな？と感じるクリス
チャンも時々見かけるので）
・  とても話の展開や内容が興味深く、また、先生
32
の話ぶりもライトで聴きやすかったです。“命”
の選別、ランク付けに対する抵抗、“人間の尊厳”
の根拠づけ、ひとりひとりの人間の価値、多様
性の寛容について、どう社会に広げていけば良
いのか？自分が考えなければならない！
・  精神医療の難しさを感じる。精神医療の向上の
ために頑張って欲しいです。
・  香山先生、頭の回転が速いので、ちょっと早口
で聴き取りにくい部分があったのが残念。内容
は興味があったのでgoodでした。
・  今回は宗教を外枠のみ扱った形だが、キリスト
教教理から精神的問題のアプローチを次回は聞
いてみたいと思う。
・  都内で夜、という企画、参加しやすくありがた
いです。
・  メディアを通して、又、本などで知っていた香
山さんとは違った一面から色々なお話を聞くこ
とができ、良かったです。非常に現在進行形の
課題を取り上げていただけて興味深かったです。
・  今日は本当に大切な講演をありがとうございま
した。人間に出来ることと出来ないこと、やっ
てはいけないことなど、色々考えさせられまし
た。寄り添うこと、祈りの大切さなど、改めて
教えられました。先生のご活躍をお祈りしてお
ります。
・  12月に夫が召天し色々な思いで過ごしておりま
す。今日のメッセージは思い当たることが多く、
大変良かったです。私は祈ることでこどもの頃
から今日まで救われてきたように思います。
・  もう少し具体的に「科学や医療の限界」と「宗教」
の違いの話が聞けると思った。自分はクリスチャ
ンですが、3.11の祈りをしている僧侶の方が、
すっきり受け入れられるという気持ちは共有で
きる。
・  難しいと思われるテーマをわかりやすく読み解
く香山先生の話に引き込まれました。
・  最後の段階で、講師の先生の「良心」が告白され、
深い模索の中へ戻されました。しかしそれは大
事なことです。「あなたがしてほしいことをして
あげなさい」（マタイ福音書 7 章）というイエス
の黄金律の本質は、各人の中に内在する聖霊の
声に導かれ内なる立ち上がる力、それは「助長
される」べきであり、現代人のメンタルを救う
ものであることを教えられました。
・  「現代人のメンタル」とあったので、もっと社
会の中の人々のメンタルの傷についてのおはな
しを聞けると思っていました。配慮のない「笑い」
が多く、被災者の方々や様々な痛み、悲しみを
抱えた方たちのことを思うと心が痛かったです。
「ケアを必要とする人々」という見方でケアする
側とされる側を分ける見方も、正直なところ「悲
しみ」に寄り添う姿勢とは思いませんでした。
ヒーリングやコーチングで救われてる方々もお
られると思います。私たちは誰もがケアを必要
としていると思います。この私も、先生もだと
思います。満たされているように見える人生も。
・  ショック状態にある人に、経験を詳細に語らせ
ることによって追体験させ、記憶の定着をまね
く危険性があること、勉強になりました。語っ
てもらえると、聞く側は満足度は高いかもしれ
ませんが、相手にとってふさわしい態度を考え
たいと思いました。
・  クリスチャン精神科医の先生が、信仰が患者の
治療にどう活かされるのかを聞きたかったので
残念でした。日野原先生の話と人間には手を入
れてはいけない領域があるというぶぶんだけが
よかったです。宗教、クリスチャンと言わなけ
ればよかったのでしょうか。阿久戸先生のお話
がよかったです。
・  閉会のあいさつの言葉に胸打たれました。共感
できました。
・  閉会の挨拶をされた先生の言葉が今日一番胸に
入りました。
・  質問に答えていただき、ありがとうございまし
た！
・  本日は本当に勉強になりました。ありがとうご
ざいました！！
・  ありがとうございました。
・  講演者の書籍販売などあるとうれしく思います。
